
 

 

           
              

  
                    

必要な力  

                               校長 鈴木 真史  

◇  分からない言葉  →   辞書で引く？！  ではなく  タブレットで検索  

◇  難しい計算  → そろばん、電卓で計算？！ではなく  タブレットで計算  

◇  困ったことが起こったとき  →  周りの人に相談？！   ではなく  ＡＩに相談  

 昔は「 645 年大化の改新」「√ 2 は 1.4142」「Ｈは水素、Ｏは酸素」・・というように、

とにかく「覚える」ことが”勉強”でした。  

 しかし、現代はキーワードさえ打ち込めばすべて機械が教えてくれる時代です。  

 ということは、学校の勉強はしなくていいのでしょうか？そうではありませんね。  

 次のような場面を想像すると勉強の大切さがわかります。  

【場面１】  

 豪雨による災害が発生した。「緊急安全確保」「避難指示」とメールがきた。  

・国語科で「漢字」の勉強をしていなかった人は、漢字を読んで理解できるでしょうか？  

・社会科で「人々の生活を守る仕事」の勉強をしていなかった人は、このメールがどこか  

らなぜ来ているのか理解できるでしょうか？  

・道徳の授業を受けなかった人が、避難所で順番を守ることや周りへの感謝の気持ちを  

考えることができるでしょうか？  

【場面２】  

   食品会社に就職して「だれもがおいしいと思うスナック菓子をチームで開発  

せよ」と言われた。    

・学級活動で話し合いをしたことのない人が、チームで話し合いができるでしょうか？  

・家庭科や食育の勉強で「食品のこと」や「おいしさ」「安全性」について勉強していな

い人が、開発できるでしょうか？  

   

 これらの場面は、極一部の例ではありま

すが、「社会の中で生活していく」ために

はある程度の「知識」が必要だということ

がわかります。いくらタブレットがあるか

らといっても、知識が全くなければタブレ

ットも使いこなすことができません。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 また、周りの人との関わり方を学べなかっ

た人は、大勢の人がいる中にいることが難し

くなります。  

 

 

 

  学校は、「少しずつ」「繰り返して」学習が進められます。毎日学ぶことで必要な力を

蓄えていきます。
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10 月

月  

 
職員研修による短縮４時間授業  

職 員 研 修 に よ る 短 縮 ４ 時 間 授 業  口 座 振 替 日  フ ッ 化 物 洗 口 ⑱  


